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論文内容の要旨
〔目的〕
一回試行学習(一回のみの強化刺激により完成される学習)は Duncan， C. P .(1949) 以来、記憶、
特に記憶固定を対象とした研究に用いられ、たとえば、脳内各部位の電気刺激や拡延性抑制による本
学習の障害、或は電気痘撃などと組合せた逆行性記憶喪失などが研究されてきた。しかし、一回試行
学習の中枢神経メカニズムを電気生理学的に検べた研究は殆んど見当らない。
本研究は、一回試行学習にともなっておこる脳内電気活動の比較的長期的な変化を検べることによ
り、この学習の神経メカニズムを解明する目的で行なわれたものである。
〔方法〕
体重約1509の呑龍系雄ラット46匹を用いた O ネンブタール麻酔下に、大脳皮質、海馬などに記録電
極を、また視床腹側核、或は外側膝状体に刺激電極を植え込んだ。手術後約一週間を経て、動物が手
術の影響から充分回復した後、実験を開始した。
上記の刺激部位に低頻度 (4.5 または10.5cjsec)“不関"刺激を持続的に与えて、各記録部位に現わ
れる誘発電位および脳波を脳波計とデータレコーダに同時記録したO これらのデータは23帯域周波数
分析器で各帯域につき周波数分析すると共に、 ATAC501を用いて誘発電位の50回加算平均波形を記
録し、これを、 A-D 変換器によりディジタル化した後、 HITACI0を用いて相関係数を計算した。
実験操作は、低頻度“不関"刺激を持続的に与えた状態で、最初、動物を 10cmの高さの囲いをもっ
小さな台にのせ、約30秒間静止時の脳波および誘発電位を記録し、次いで、台のみを-10cmの高さに上げ
て動物が床に下りる迄の時間を測定した。約一週間、一日ー固定時的に行なった試行で、動物が毎日
数秒以内に床に下りることを確認した後、台から下りた直後、床のグリッドに10秒間通電した。翌日
から動物は、台を上げても高い台の上に30秒以上留った。これを 3 日間確認した後の毎日の実験では
市i??唱i
台を上げた後動物が床に下りる迄放置して、実験的消去の過程に入った。以上の実験経過を (a)強化刺
激を与える前、即ち動物が台から数秒以内で床に下りる強化前期、 (b)強化刺激を与えた後、 30秒以上
台に留まる記憶期、 (c)一日一回の消去操作の後、再び 5 秒以内で床に下りる消去後期の 3 期に分けて
脳波および誘発電位のデータを整理した。
〔成績〕
(1) 台を上げる前の状態で記録した大脳皮質および海馬の脳波を各帯域に周波数分析し、各成分の
10秒間の積分値を学習-消去の経過について、強化前期の値と比較すると、記憶期では海馬でシ
ー夕波成分の減少を、また、消去後期では元の値に回復する傾向を認めたO 他の周波数成分には
一定の傾向を認めず、とくに大脳皮質知覚運動野ではどの周波数成分にも有意な変化を認めなか
った。
(2) 大脳皮質、海馬などで記録した誘発電位の加算平均波形を学習-消去の経過について、強化前
期の波形を対照として比較すると、記憶期には潜時および振巾に変化が見られ、消去後期には強
化前期の波形に戻ったO この変化を定量化するため、強化前期の波形を対照として各実験日ごと
に相関係数を求めると、実験動物の約80% において学習-消去曲線と関係のある相関係数曲線が
得られた。これが得られなかった動物は、主として刺激電極の挿入部位が不良で、適当な誘発電
{立の j皮*3 を f尋ることができなかったものであった。
(3) 強化刺激の直後に、海馬に強い電気刺激を与えた動物には、翌日の試行で学習効果を認めず、
海馬シータ波成分および誘発電位の加算平均波形に変化を認めなかった。これに対し、強化刺激
の 1 分後に同様の海馬刺激を与えたときは、学習効果が認められ、この際は脳波および誘発電位
の波形に上述した知き一定の変化がみられた。
(4) 記憶期に台から外枠の塀に跳ぶ如き能動的回避行動を示した動物においても、台を上げる前の
状態で記録した脳波では強化前期に比べ、海馬でシー夕波成分の減少を認め、誘発電位の波形に
も潜時台よび振市の変化を認めた。
〔総括〕
ネズミにわける一回試行学習の学習効果は海馬覚醒レベルの低下を伴うものであり、多分その結果
としておこる視床一皮質ニウロン回路の機能的変化が記憶期の特徴としての回避学習効果の表出に関
係するのであろう。
論文の審査結果の要旨
本研究は一回試行学習にともなっておこる脳内電気活動の変化を比較的長期に観察することによっ
て、この学習の神経メカニズムを解明する目的でおこなわれた。ネズミを用い、 1 回の床電撃を与え
ることにより、動物が台上に長くとどまることを学習した後、 1 日 1 回の消去工作をおこなって、学
習効果の消失する経過を示す学習-消去曲線と、動物の海馬同期波成分の変化および視床刺激で生じ
る皮質誘発反応の変化がよく対応すること、また強化刺激直後に海馬の通電によって学習を妨げたと
つ臼円δ句i
きは、これらの脳内電気活動の変化が認められないことを示した。これらの成績から、ネズミの一回
試行学習はその J己憶期の特徴として海馬覚醒レベルの低下を生じ、視床 皮質 [uJ路の機能的変化によ
ってその学習効果を表出すると推論した。
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